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１．概 要
このたび、日本下水道協会は平成17年 6 月 1 日からⅠ類規格 『 J S W A S  A - 11 下水道鉄筋コンクリート

製組立マンホール 』について、各団体代表工場による形式検査を始め、 9 月 1 日からは各社の工場審査を始めた。
ここで、全ての組立マンホールがⅠ類規格に移行されるわけでなく、一部の種類がⅡ類規格として残るため、下
記にその違いを示す。

ここで、下表の 『 Cタイプ 』 とは 『 ボルト接合 』 の継手構造を表す。

２．呼び方の比較
同じ部材でも、Ⅰ類規格の記号と全国コネクトホール工業会規格の記号は異なるので、対比例を下記に示す。

ここで、ⅠＣ 1 ・ⅠＣ 2 ・ⅡＣ 1 ・ⅡＣ 2 は、Ⅰ類規格での登録番号を表す。

３．性能の比較
コネクトホールは、 4 種類に分かれたので、使用場所・接合部の許容水圧・側方曲げ強さの比較を下記に示す。

組立マンホールのⅠ類規格化について


